
魂
睨
観

の
変
遷
に
お
け
る

『白
虎
通
』

の
位
置

は
じ
め
に

情
性
篇
を
手
掛
か
り
に

「魂
塊
」
は
最
初
か
ら

「魂
塊

」
と

し
て
登
場

し
た

の
で
は
な
く
、

「醜
」
の

み

(『
老
子
』
第
十
章

の

「螢
醜

」
)
、

「魂
」
の
み

(
『荘

子
』
斉

物
論
の

「其
緑

也
魂
交

、
其

畳
也
形
開
。
」
)
と
単

独

で
現
れ
た

の
で
あ
り
、
そ

の
後
、

「魂
醜

」

と
い
う
熟

語
が
多
用
さ
れ

る
よ

う
に
な

る
。

「魂
醜
」

の
解
釈
に
あ
た

っ
て
は
、

後
漢

の
許
慎

の

『
説
文
解
字

』
を
用
い
、
「魂

」
を

「陽
氣
也
」
、

「魂
」
を

「陰

神
也

」
と
説
明
す

る
傾
向
が
あ

る
。
ま
た
、
池

田
末

利
氏
は

「魂
醜
観
念

を
説

明
し
た
文
と
し

て
最
も
古

い
も

の
は
左
傳
昭
公

七
年

に
見
え
る
子
産

の
語

で
あ

(-
)

ら
う
」

と
す

る
。

そ

の

『
春
秋

左
氏
伝
』

昭
公
七

年
に
は

「人
生
始
化

日
醜

、

既
生
醜

、
陽

日
魂
、

用
物
精
多

、
則
魂
醜
強
、
是

以
有
精
爽
至
於
神

明
」

と
あ

る
。

『礼
記

』
郊
特
牲

の

「魂
氣

蹄
干
天
、

形
醜
蹄

干
地
」

を
魂

醜

の
相

反
す

(2
)

る

二
元
論
的
な
性
質

を
述

べ
た
代
表
と
す

る
も

の
も
あ
る
。

こ
の
他

に
前
漢

の

『
准
南
子
』
主
術

訓
に

「天
氣
為
魂
、
地
氣
為
醜
」
と
、
魂
醜
を

天
地

に
対

応
さ

せ
る
記
述
も
見

え
る
。

そ
し
て
後
漢

の

『
白
虎

通
』

情
性
篇

で
は

「魂
塊
者

何

謂
。
魂
猶
伝
伝
也

。
行
不
休
於
外
也
。
主
於
情
。
醜

者
迫
然
著
人
。
主
於
性

也
。

魂
者
芸
也
。
情

以
除
臓
。
魂
者

白
也
。
性
以
治
内
」

と
い
う
よ
う
に
、

「魂
魂

」

を

「情
」
と

「性
」

と
に
結
び

つ
け

て
、
論
じ

ら
れ
て
い
る
。

白

雲

飛

と

こ
ろ
で
、
こ

の

『
白
虎

通
』

の
記
述
に
は
異
文
が
存
在

す
る
。

こ
の
箇
所

が
、
「魂
醜
者
、
何
謂
也

。
魂

猶
伝
伝
也
。
行
不
休
也
。
少
陽
之
氣
、
故
動

不
息
、

於
人
為
外
、
主
於
情
也
。
不
魂
者
、
猶
迫
然
着
人
也
。
此
少
陰
之
氣
、
象
金

石
着

人
不
移
。
主
於
性
也
」
と
な

っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
魂

が
、
「少

陽

の
氣
」
と

「情
」
と
に
関
連
づ
け
ら
れ
、

「醜
」
が

「少
陰

の
氣
」
と

「
性
」
に

関
連
づ

け
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
対
応

に
お
い

て

「魂
魂
」

を

捉
え

る
こ
と
は
当
時
、
可
能

で
あ

っ
た

の
だ

ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
考
え

る
た

め
に
は
後
漢
ま

で
の
魂
魂

観
を
整

理
し
、
『
白
虎
通
』
の
テ
キ

ス
ト
を
整

理
す

る

こ
と
が

必
要
で
あ

る
。

『
白
虎
通
』
以
前

の
魂

醜
観
に

つ
い
て

『礼

記
』
に
お

い
て

「魂
」

と

「醜

」
が
関
連
す

る
と
思
わ
せ
る
例
は
郊

特

牲
篇

の

「魂

氣
蹄
干
天
、

形
魂
露

子
地
、
故
祭
求
諸
陰

陽
之
義
也
。
股
人
先
求

諸
陽
、
周
人
先
求
諸
陰
」

の
箇
所

で
あ

る
。
こ
の
例
に
お

い
て
は
、

「魂

」
は

一

字

で
は
現
わ

れ
ず
、

「魂
氣

」
と

「形
醜

」
と
い
う
表

現
に
よ

っ
て

「
形
醜

」
と

対
比
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、

天
地

と
関
連
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
明
ら
か

で

あ

る
。
し
か
し

「魂
魂
」
を
陰

陽
と
対
応
づ

け
て
扱
う

こ
と
は
さ
れ

て
い
な

い
。
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『礼

記
』
に
は

「魂
魂
」

の
例
が
礼
運
篇

に
た
だ

一
例
、

「君
與
夫

人
交
献
、

以
嘉
魂
塊

。
是
謂
合
莫
」
と
あ

る
の
み
で
あ

る
。
こ
の
例

で
は
、
「魂
魂
」

の
関

係
性

に

つ
い

て
は
言
及
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た

『礼

記
』
に
は
陰
陽

と
い
う
言

葉
が
た
く

さ
ん
現
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「魂

」
や

「晩
」
と

関
連
づ

け
ら
れ

る
記
述
は
な

い
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
『
礼
記
』
に
お

い
て
は
ま
だ

「魂
」
と

「魂

」

を

二
元
的
に
陰
陽
と
対
応
さ
せ

て
説
明
す
る
に
至

っ
て
い
な
い
と
考

え
ら
れ

る
。

『春
秋
左
氏

伝
』
昭
公
七
年
に

「
人
生
始
化
日
魂
、
既

生
魂
、
陽

日
魂
、

用

物
精
多
、
則
魂
魂

強
」
と

い
う
文
が

あ
る
。

こ
れ
は
、
池

田
氏
に
よ

っ
て

「魂

魂
観
念
を
説

明
し
た
文
と
し

て
最
も
古

い
も

の
は
左
傳

昭
公

七
年
に
見
え

る
子

産

の
語

で
あ
ら

う
。
…
先
づ
注
意
す

べ
き
事

は
薮
に
既

に
陰

陽
思
想

が
影
響
し

て
ゐ
る
鮎

で
あ
る
。
」
と
指
摘

さ
れ
て
い
た

の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
文
に

は

「陽
」

の

一
文
字

が
あ
ら
わ
れ
る
だ
け

で
、

「
陰
」
は
あ
ら
わ
れ

て
い
な

い
。

そ
し
て
、
『
春
秋
左
氏

伝
』

の
全
文
を
見
渡
し

て
も
、

「陰
」
は

三
五
例
、

「陽
」

は

天

八
例
あ

る
が
、

「陰

陽
」
と
い
う
熟
語
は

た
だ

一
例
だ
け

で
あ

㌔

『
春

秋
左
氏

伝
』
僖
公
十
六
年

に

「十

六
年
春
、
限

石
干
宋

五
、
限
星
也
。

…
君
失

問
。
是
陰

陽
之
事
、
非
吉

凶
所
生
也

。
」
と
あ

る
よ
う
に
、
限

石
を
陰

陽
に
関
わ

る
現
象

と
し
て
説
明
し

て
い
る
。

や
は
り
陰
陽
と
結
び

つ
け

て
魂
睨
を
語

る
箇

所
は
見
当
た

ら
な
い
。

『
春
秋

左
氏
伝
』
の
原

文
を
素

直
に
読
む
と
、

「魂
」
が

「陰

」
に
よ

っ
て
説

明
さ
れ

て
い
な

い
こ
と
か
ら
、

「魂
」
・
「陰
」
と

「魂
」
・
「陽
」
が
対
比
さ
れ

て

い
る

の
で
は

な
く
、

「魂
」
は

「魂
」

の
内

の

「陽
」
な

る
部
分

と
し
て

「魂
」

に
含
ま
れ

て
い
る
と
解

す
る

の
が
自
然
な
解

釈
に
思
わ
れ

る
。
そ
う
で
あ
れ
ば

『
春
秋
左
氏
伝
』
の

「魂
魂
」
は

「魂
」
を
含
ん
だ

「塊

」
の
全
体

を
指

す
も

の

と
考

え
る

こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
よ

う
に
、
「陽
」

一
字
が
現
れ

る
の
み
で
あ

っ
て
、
「陰
」
に
言
及
さ
れ
な

い
箇
所

に
お

い
て
、
「魂
魂
」
を
陰
陽

二
元
論
と
結
び

つ
け

る
の
は
難

し
い
だ

ろ

う
。
さ
ら
に
、
『
春
秋
左
氏

伝
』
に
お

い
て
は
陰
陽
だ
け
を
原

理
と
す

る
の
で
は

な
く
、

「
六
氣

」
の
考
え

に
よ

っ
て
も
説
明
さ
れ

る
の
で
、
な
お
さ
ら

「魂
晩

」

を
陰
陽

に
結
び

つ
け

て
説
明
す

べ
き
理
由
が
見

つ
か
ら
な

い
。

『
准
南

子
』
第

六
巻

・
覧
冥

訓
に
あ
る

「解
意
繹
神
,
漠
然

若
無
魂
魂
,
使

萬

物
各
復
蹄
其

根
」

は
、

『荘

子
』
外
篇

・
在

宥
第
十

一
の

「心
を
解

き
神
を

繹

て
、
莫
然
と
し

て
魂

を
無
か
ら
し
む
れ
ば

」
を
受
け

て
い
る
と
見
ら
れ

る
箇

所

で
あ
る
。
「魂
」
を

「魂
塊

」
と
言

い
換

え
る
だ

け

で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に

『荘

子
』
を
意
識
し

た
表

現

で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い

て

『
荘
子
』
が

「魂
」
と
呼

ん

で
い
る
も
の
を
、
『准
南

子
』
は

「魂
晩
」
と
言

い
換
え

て
い
る
こ
と
は
注
目

に
値
す

る
。

『潅
南

子
』
第
九
巻

・
主
術

訓
に

「天
氣
為
魂
、
地
氣
為

醜
」
と

い
う
表

現

が
あ

る
。

こ
れ

は

「魂
」

と

「暁

」

を
天
と
地
に
対
応

さ
せ

る
も

の

で
あ

り
、

明
確
に

二
元
的

に
捉

え
た
記
述

で
あ
る
。
「魂
」
、

「醜
」
と
も

「氣
」

で
説
明
さ

れ
、
『礼
記

』
で
は
対
比
さ
れ

る

一
方

の
み
が

「魂
氣
」
と
呼
ば

れ
て
い
る

の
と

比

べ
、

こ
こ
で
は
両
方
と
も
が

「氣
」
と
捉

え
ら
れ
て

い
る
の
が
特
徴
的

で
あ

る
。
ま
た
生
き

て
い
る
人
間

の

「魂
魂
」

の
言

わ
ば

起
源
に

つ
い
て
述

べ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
後

の
魂
魂

二
元
論
的

な
考

え
方

の
も
と

に
な

っ
た

の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

さ

ら
に

『
潅
南
子
』
第
十

六
巻

・
説
山
訓

に
は

「魂

」
と

「魂
」

の
擬

人
的

対
話
を
描

く
箇
所

が
あ
る
。
そ

の
対
話
に
お

い
て
、

「魂

」
は
答
え

る
方

で
知
的
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に
上
位
に
あ
り
、

「醜
」

は
質
問
す
る
方

で
下

位
に
置
か
れ

て
い
る
。

「塊

」
と

「魂

」
と

の
間
に
差
を

設
け
る

こ
の
記
述
も

二
元
的
な
も

の
で
あ

る
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
よ
う
に

「魂
魂
」

を

二
元
的
に
捉
え

る
見
方

が
見
ら

れ
る

『
潅
南
子
』
の
中

に
も
、
「魂
醜

」
と
陰
陽

を
直
接

に
対
応
さ
せ
る
記
述
は

見
当
た
ら
な

い
。

そ
の
対
応
が
ど

こ
か

ら
始

ま

っ
た
か
を
考

え
る
た
め
に
、
次

に

『
白
虎
通
』
情

性
篇
に

つ
い
て
検
討

し
て
み
た
い
。
そ
こ
で
は
、
「魂
」

の
説

明
に

「少
陽
之
氣

」
が
、

「醜
」

の
説
明

に

「少
陰
之
氣
」
が
用

い
ら
れ
、

「魂
」

と
陽
、
「魂

」
と
陰

の
対
応
が

明
確

に

つ
け
ら
れ
て
い
る
記
述
が
見
ら
れ
た
か
ら

で
あ
る
。二

.

『白
虎

通
』
情
性
篇

の
内
容

に

つ
い
て

考
察

の
前

に
ま
ず

、
情
性
篇

の
内
容

に

つ
い
て
確
認
し

て
お
き
た
い
。
情
性

篇
は
お
お
む
ね
六

つ
の
部
分

に
分
け
ら
れ

る
。
第

一
、
情
性
に

つ
い
て
の
総
論
。

第

二
、
五
性

と
六
情

の
関
係
に

つ
い
て
。
第
三
、
五
臓
六
腋

と
性

情
と

の
関
係

に

つ
い
て
。
第

四
、
六
情
と
方
位

と
の
関
係
に

つ
い
て
。
第

五
、
魂
醜

に

つ
い

て
。
第
六
、
精
神

に

つ
い
て
。
情
性
篇

は

こ
れ
ら

の
六

つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
が

考
察

の
対
象
と
す

る

「魂
魂
」
と
関
わ

る
の
は
、
そ

の
う
ち

第

一
と
第

二
と
第

五
で
あ

る
。
と

く
に
第

一
の
部
分
は
情
性

と
陰

陽

の
関
係
を

考
え

る
う
え

で
非
常

に
重
要
な
記
述

と
な

っ
て
い
る
。

第

一
で
は
、
情

と
性

を
陰
と
陽

に
結
び

つ
け

て
い
る
。

「性

は
陽

の
施
」
、

つ

ま
り
、

「性
は
陽

か
ら
生
ま
れ

る
」

と
す

る
。
ま
た
、

「性

は
、

生
な
り
」
と
し

て
、

「生
」
を

以
て

「性
」

の
意
味
を
説

明
す

る
。
そ
し

て

「陽
氣
は
仁
」

で
あ

る
こ
と
を
示
し
、
性

は
陽
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
あ

る
か
ら
、
「性

は
仁
が
あ
る

な
り
」
と
主
張
す

る
。

一
方
、

「情
は
陰

の
化
」

し
た
も

の
と
し

て
、

「情

」
は

陰

よ
り
生
ま
れ
る
と
さ
れ

る
。

「静
」
を

以
て

「情
」
を
説
明
す

る
。
ま
た
陰
陽

の
氣

と
関
連
さ
せ
、
「
陽
氣

は
仁
、
陰
氣

は
貧

」
と

い
う
。
そ

の
こ
と
か
ら
、
陰

氣

よ
り
生
ま
れ
た

「情

に
は
利
欲
が
あ

る
」

と
主
張
す

る
。

つ
ま

り
、

こ
こ
で

は

「性
」
1

陽
、

「情
」
1

陰
、
と

い
う
対
応

関
係
が
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

第
二

で
は
、
「
五
性

と
は
、
仁
義
礼
智
信
な

り
」
と
し

て
h

そ
れ
ぞ

れ

の
含
意

す
る
と

こ
ろ
を
定
義
す

る
。

こ
こ
で
は

「性
」

が
、

「五
常
」

す
な
わ
ち

「仁

義

礼
智
信
」
と
結
び

つ
け
て
説
明
さ
れ

る
。
ま
た

「六
情
と

は
、

何

の
謂

い
そ

や
、
喜
怒
哀
楽
愛

悪
」
と

い
う
よ

う
に
、
感
情
や
欲
望

で

「六
情
」
を
説
明
し
、

人
体

の
五
臓
六
臆
が

そ
れ
を
司
る
と
す

る
。
第

五
は
魂
醜
に

関
わ
る
部
分
な

の

で
、
後

で
詳

述
す
る
。
な
お
第

六
で
は
、
「情
」
を
説
明
し

て
い
た

「静
」
を
以

て
、

「精
」
を
解
釈

し
て
い
る
。

三
.

『白
虎
通
』

に
お
け
る

「魂
睨
」

と
陰

陽

の
関
係

本
稿
第

一
節

で
、
前

漢
ま
で

の
魂
魂
観
を
検
討
し
た
が
、

「魂
」
と

「魂
」
と

を
対
照
す

る
見
方

は
よ
う
や
く

『
潅
南

子
』

の
、
天
地
と

の
対
比

に
お
い

て
記

述
さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ

っ
た
。
後
漢

の
中
期
に
成
立
し

た
と
考
え
ら

れ
る

『白
虎

通
』
に
お

い
て
、
「魂
醜

」
の
対
比
が
陰
陽

二
元
の
見
方
と
結
び

つ

け
ら
れ

て
い
る
な
ら
、
『
潅
南
子
』
と

『
白
虎
通
』
に
お
け

る
、
そ
れ
ぞ

れ
天
地

と

の
対
応
、
陰
陽

と
の
対
応

に
よ

っ
て
、

「魂
醜
」
の
二
元
対
立
的

見
方

の
道
が

開
か
れ
た
と
考
え

る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
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ま
ず
、

「魂
醜
」

と
陰
陽
が
対
応
づ
け

ら
れ
て

い
る
と
思

わ
れ
る

『
白
虎

通
』

の
本
文
を
見

て
み
よ
う
。
『
白
虎

通
』
に

つ
い
て
今

日
、
底
本
と
し

て
採
用
さ
れ

る
こ
と
が
最
も
多

い
も

の
は
、

清

の
盧
文
招
校
訂
本
、
す

な
わ
ち
抱
経
堂
本

で

あ
る
。
現
在
、
最

も
よ
く
読
ま
れ

る
清

・
陳
立

の

『
疏
証
』

も
こ
れ
を
底
本
と

し
て
い
る
。
そ

こ
で
は
次

の
よ
う

に
記
述
さ

れ
る
。

魂
魂

者
、
何
謂

也
。
魂
猶
伝
伝
也
、
行
不
休
也
。
少
陽
之
氣
、
故

動
不
息
。

於

人
為
外
、
主
於
情
也

。

魂
者

、
猶
迫
然
着

人
也

。
此
少
陰
之
氣
、
象

金
石
着
人
不
移
。
主
於

性
也
。

〔魂
魂

と
は
何

の
謂

い
そ

や
。
魂
は
猶
お
伝
伝

の
ご

と
く
、
行
き

て
休

ま

ざ

る
な
り
。
少
陽

の
氣

に
し
て
、
故
に
動
き

て
息

ま
ず

。
人
に
於

い
て
外

た

り
、
情

を
主

る
な

り
。

塊
は
、
猶

お
迫
然
と
し

て
人
に
着
く
が
ご

と
き
な

り
。
此
れ
少
陰

の
氣

に

し

て
、
金

石
に
象

て
人

に
着
き

て
移

ら
ず

。
性
を
主

る
な
り
。
〕

こ
こ
で
は
、

「魂

」
は

「少
陽

の
氣
」

と
し
て
説
明
さ
れ
、

「晩
」

は

「少
陰

の
氣
」
と
し

て
説

明
さ
れ
て
お
り
、
「魂
魂
」
と
陰

陽
の
明
確
な
関
連
づ
け
が
見

て
取
れ
る
よ
う

に
、

両
者
が
対
応
関
係

に
あ

る
と
す

る
見
方
が
既

に
存
在

し

て

い
る

の
で
あ
る
。
さ

ら
に

「魂
塊
」
は
情
性
と

関
連
づ

け
ら
れ

て
も

お
り
、
そ

の
対
応

関
係
は
、

魂
-
陽
-

情

塊
ー
陰
i

性

と

な

る

。

し

か

し

、

あ

る

。

別

の
版

本

の
記
述
は

こ
れ

と
は
異
な
る
。
そ

こ
に
は
次

の
よ
う

に

魂
魂

者
何
謂
。
魂
猶

伝
伝
也
、
行
不
休
於
外
也

。
主
於
情
。
魂

者
迫
然
著

人
、
主
於
性
也
。

〔魂

魂
と
は
何

の
謂

い
そ

や
。
魂
は
猶
お
伝
伝

の
ご

と
く
、
行

き
て
外
に

休

ま
ざ

る
な
り
。
情

を
主

る
な
り
。
塊
は
、
迫
然

と
し

て
人
に
著
き

、
性

を
主

る
な
り
〕

こ
の
記
述

を
載

せ
る
の
は
、
清

の
王
護
輯

・
清

・
乾
隆

五
十

六

(
一
七
九

一
)

年
刊

『
増
訂
漢
魏

叢
書

』
や

一
九
二
七
年
上
海
掃
葉
山
房
出
版

『
白
虎

通
』
(『
圏

鮎

百
子
全
書
』
所
収
)
、
上
海
商

務
印
書
館

・
四
部
叢
刊

・
元
刊
本

で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、

「魂
晩
」

を

「少

陽
之
氣
、
故

動
不
息
」

と

「少
陰

之
氣
、

象
金
石

着

人
不
移
」
と
す
る
説
明
は
見
ら
れ
な

い
。
も
し

こ
の
記
述
が

な
い
と
す
る
と
、

『白
虎

通
』
に
も

「魂
醜

」
と
陰
陽
を
関
連
づ
け

る
記
述
は
な
い

こ
と
に
な
る
。

こ
の
記

述

の
有
無
は
、
魂
魂

観

の
展
開
を
考
え

る
う
え

で
、

見
過
ご
す

こ
と
の

で
き
な

い
問
題

で
あ

る
。

抱
経
堂
本

系
統

の
版
本
と
漢
魏
叢

書
本
系
統

の
版
本
、

こ
の

二
通
り

の
版
本

の
異
同
は
他

に
も
あ
る
。
情
性
篇
第

六
部

分

の

「精
神
」
に

つ
い

て
述

べ
た
箇

所

で
あ

る
。
抱

経
堂

本

で
は
次

の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
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精
神
者

何
謂
也
。
精
者
静
也
、
太
陰

施
化
之
氣
也
。

象
水

之
化
、
須
待
任

生
也

。
神
者
慌
惚
。
太

陽
之
氣

也
、
出

入
無
聞
。
総
云
支
髄
萬
化
之
本
也

。

〔精
神

と
は
何

の
謂

い
そ

や
。
精
は
静
な
り
、
太
陰

施
化

の
氣
な
り
。
水

の
化
に
象

て
、
須
か
ら
く

生
を
待
任
す

べ
き
な

り
。
神
は
悦
惚
、
太
陽

の

氣

な
り
、
出
入
聞
無
し
。

総
じ
て
支
髄
萬
化

の
本

を
云
う
な
り
。
〕

こ
れ
に
対
し
、
漢
魏
叢
書
本

で
は
次

の
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。

精
神

者
何
謂
也
。
精
者
静
也

。
太
陰
施
化
之
氣
也

。
象
火
之
化
、
任

生
也
。

神

者
悦
惚
、
太
陰
之
氣

也
。
間
総

云
支
髄
萬

化
之
本
也
。

〔精
神
と
は
何

の
謂

い
そ

や
。
精
は
静

な
り
。
太
陰
施
化

の
氣
な

り
。
火

の
化
に
象

て
、
生

を
任
ず

る
な
り
。
神

は
悦

惚
、
太
陰

の
氣
な

り
。
問
総

じ

て
支
髄
萬
化

の
本

を
云
う
な
り
。
〕

こ
の

二
通
り

の
原
文
を
比

べ
て
み
る
と
、
抱

経
堂
本
に
お

い
て
は
、
「精

」
は

「太
陰
施
化

の
氣
」
、

「神
」
は

「太
陽

の
氣
」
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
明
確
に
陰
陽

に
対
応
づ
け
ら
れ

て
い
る
の
に
対

し
、
漢
魏
叢
書
本

で
は
、

「精
」
は

「太
陰
施

化

の
氣
」
、

「神
」

は

「太
陰

の
氣

」

と
さ
れ
、

「精
」

と

「神

」
は

と
も
に
陰

と
関
連
づ
け

ら
れ
て
い
る

の
で
あ

る
。
さ
ら
に
抱
経
堂

本
で
は

「水
」

と
な

っ

て
い
る

の
が
、
漢
魏
叢
書
本

で
は

「火
」
と
な

っ
て
い
る
と
い
う
違
い
も
あ

る
。

つ
ま
り
、
前
者

に
は

「陰

」
と

「水
」

と
い
う
対
応
か
ら
、

よ
り
明
確

な
陰
陽

二
元
的
な
捉

え
方

が
あ
る

こ
と
が
見

て
取
れ
る

の
で
あ

る
。

以
上

の
よ

う
に
、

こ
の

二
種

の
版
本

に
お
い
て
は
、
抱
経
堂
本

で
は
明
確
な

「魂
魂
」
と
陰

陽
の
対
応
が
見
ら
れ
、
漢
魏
叢
書
本

で
は

「魂
塊
」
と
陰

陽

の
明

確

な
対
応
が
見
ら
れ
な

い
と
い
う
違

い
が
あ

る
の
で
あ

る
。

こ
の
こ
と
は
、
ど

の
よ
う
に
理
解
し
た

ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
問
題
を
複
雑

に
す
る

の
は
、
抱
経
堂

本

の
情
性
篇

の
第

一
部
分
と
第

五
部
分
を
併

せ
て
読

む
こ
と
に
よ

っ
て
、
異

な
る
魂
醜

・
陰

陽

・
性
情

の
対
応

関
係
が
見
え

て
く
る

こ
と

で
あ

る
。

情
性
篇

の
第

一
部

分

で
は
、

「性
は
、

陽

の
施
、

情

は
陰

の
化

な
り
」
と
書

か
れ
、
続
く
記
述

で
も

「情

は
陰

に
於

い
て
生
じ
…
…
性

は
陽

に
於

い
て
生
ず
」

と
言
わ
れ

て
い
た

よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、
「性

」
は

「陽
」
、

「情
」
は

「陰
」
に

対
応
す

る
と
さ
れ
て

い
た

の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
情
性

篇

の
第
五
部
分

で
は

そ
れ
が

「魂
i

陽
-

情
」
、

「魂
-
陰
ー

性
」
と

い
う
関
係
と
な

っ
て
い
た

の
で

あ
り
、

こ
こ
で

の

「情
性
」
と

「陰

陽
」

の
関
係
を

見
る
と
、

「性
」
i

「陰
」
、

「情
」
ー

「陽
」
と
な

る
の
で
あ

る
。

つ
ま
り
、
抱
経
堂
本

で
は
、
同
じ
情
性
篇

の
中

に
、
情

性
と
陰
陽

の
対
応

に

つ
い

て
、
ま

っ
た

く
逆

の
関
係

に
な

る
記
述

が
存
在

し
て
い
る

の
で
あ

る
。

四
.
『白

虎
通
』

の
版
本

と
慮

文
詔
校
訂

の
是
非

こ
こ
ま

で
見

て
き
た

よ
う
に
、
『
白
虎
通
』
に
お
け

る
抱
経
堂
本

系
統
の
版
本

と
漢
魏
…叢
書

本
系
統

の
版
本

の
原
文

の
異
同
に
は
、
単

な
る
文
字

の
違

い
以
上

に
、

「魂
醜

」
と
陰
陽
と

の
対
応
関
係
、
さ
ら
に
は
情
性
と

の
対
応

関
係
と
い
う

魂
醜
観

の
展
開
を
考
え

る
う
え

で
、

そ

の
関
係
が
存
在

し
た
か
ど
う
か
と

い
う

非
常

に
重

要
な
問
題
が
含
ま
れ

て
い
る

の
で
あ

っ
た

。
こ

の
問
題
を
考
え

る
た

め

に
は

『
白
虎

通
』

の
版
本

の
違

い
に

つ
い
て
考
察
す

る
必
要
が
あ

る
。

一49一



東
京
大
学
森
鵬
外
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

『白
虎
通
』
に
は
森
鶴
外
の
書

(4
)

き
込

み
を
見

る
こ
と
が

で
き

る
。
情
性
篇

の
該
当
箇
所
を
見

る
と
、
「魂
魂

者
何

謂
。
魂
猶
伝
伝
也
。
行

不
休
於
外
也
。
主
於
情
。
醜
者

迫
然

着
人
。
主
於
性

也
」

と
い
う
原

文
に
対
し
、
朱
筆

で

「魂
醜
者
何

謂

〔也
〕
。
魂

猶
伝
伝
也
。
行
不
休

於

外
也

〔也

少
陽
之
氣
故

動
不
息
於

人
為
外
〕
、

主
於
情

〔也
〕
。
塊

者

〔猶
〕

迫

然
着

人

〔也
〕
。

〔此
少
陰

之
氣

、
象
金
石
着
人

不
移

〕
。
主
於
性
也

」

(
〔

〕

内

が
鵬

外

の
書
き
込

み
)

と
書
き
込
ん

で
い
る
。

つ
ま
り
、
森
鵬
外

は
漢
魏
叢

書

本
系
統

の
版
本

を
使

っ
て
抱
経
堂
本
系
統

の
版

本

の
原
文
に
改

め
て

い
る
の

で
あ
る
。

こ

の
よ

う
に
、
『
白
虎

通
』

に
お

い
て
は
、

原
文

を

こ
の
よ
う
に
校

訂
し

て
読
む

の
が

通
説
に
な

っ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
清

の
陳
立

『
白
虎
通
疏

証
』
や

『
白
虎
通
索

引
』

〈附
本
文
〉

(伊
東
倫

厚
他
編
、

昭
和

五
四
年
、
東
豊

書
店
)
は

こ
れ
を

底
本

と
し

て
い
る
。

ま
た
四
部
叢
刊
本
を
底
本

と
し
た

『
白

虎

通
逐
字
索
引
』

(商

務
印
書
館
、

一
九
九
五
年
)
も

『
太
平
御
覧
』
と
抱
経
堂

本
に
よ

っ
て
原
文

を
こ
の
よ
う
に
校
訂

し
て
い
る
。
そ
れ

で
は
、
盧

文
招

の
抱

経
堂
本
と
は
ど

の
よ
う
な
も

の
で
あ

ろ
う
か
。

清

の
陳
立
は
、
原
文

「魂
猶

伝
伝
也
、
行

不
休
也

」
に

つ
い
て

「蕾
多
誤
脱
、

盧
擦
御
覧

正
」
と
し

て
い
る
。
ま
た

同
じ
清

・
孫
論
譲

の

『札

遙
』
巻
十

「白

虎
通
徳
論
」
は

「
『魂

猶
伝
伝
也

、
行

不
休
也

。
』
盧

云
、
菖
作

『
魂
猶
伝
伝
也
、

行
不
休
於
外
也
』
、
今
擦
御
覧
八
百

八
十
六
改
」
と
言
う
。
盧
文
昭

は

『
太

平
御

覧
』
に
引
く

『
白
虎
通
』
原
文
に
よ

っ
て
旧
来

の
本
文

を
改

め
た

の
で
あ
る
。
抱

経
堂
本

の
自
注

に
も

「菖
作

『魂
醜
者

何
謂
。
魂
猶
伝
伝
也
。
行
不
休
於
外
也
。

主
於
情
。
塊
者

迫
然
着
人
。
主
於
性
也

』、
今
据
御
覧

八
百
八
十

六
増

改
」
と
書

か
れ

て
い
る
。
こ
の
箇
所
は

『
太
平
御
覧

』
に
よ

っ
て
字
句

を
増
加
し

て
い
る

の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
す

べ
て
を

『
太
平
御
覧

』
に
よ

っ
て
改

め
て
い
る
の
で
は

な

い
。
『
太
平
御
覧
』
に
引
く

『
白
虎

通
』

の
原
文
は
抱
経
堂
本

と
ま

っ
た
く
同

じ

と
い
う
わ
け
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
『
太
平
御
覧

』
巻

八
百

八
十

六

「魂
魂

」

の
項
に
引
用
さ
れ

て
い
る

『白

虎
通
』
原
文
と
抱

経
堂

本
と

の
異

同
を
記
す

と

次

の
よ
う
に
な
る
。

白
虎
通
日
、
魂
塊
者

何
謂
也

。
魂
猶

伝
伝

(也

)
。
行

不
休

也
。
少
陽
之
氣

、

故
動
不
息
、
(於

)
人
為
外
、

(主
於
情
也
)
。
塊

者
猶
迫
然
着
人
也
。
此
少

陰
之
氣
、
象
金

石
着

人
不
移

(也
)
。

(主
於

性
也
)
。

(

)
内

の
字
句
が
抱

経
堂

本
に
あ

っ
て

『太

平
御
覧
』
引

用
文

に
な
い
も

の
で
あ

る
。
盧
文
招

の
校

訂

の
経
緯
は

「白
虎

通
校
勘
補
遺
」

に
記
さ
れ
て

い

る
が
、
そ

こ
に
は

「
小
字
本

」
と

い
う
版
本

の
存
在

に

つ
い
て
書
か
れ

て
い
る
。

そ

の
小
字
本
は

「
不
知
何
代
所
刻
、
書
中
唯

匡
字
滅

一
筆
、
較
太

平
御

覧
所
載

及
王
柏
厚
所
引
多
合
、
以
爲
北
宋
本
近
是
、
然
不
敢
定
也
、
今
但
稻

小
字
本
」
と

説
明
さ
れ

て
い
る
。
出
自
が
不
明
な
版
本

で
あ
る
が
、
宋
代
諸
本

に
引
用
さ
れ

る

『
白
虎
通
』

の
原

文
と
多
く
合
う
と

こ
ろ
か
ら
北
宋

の
古

い
刊

本
と
し

て
よ

い
だ

ろ
う
と
し

て
い
る
。
そ

こ
で
、
盧
文
昭

は
こ

の
版
本
を
底
本

と
す
る

の
で

あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
箇
所
は
、
『
太
平
御
覧
』
を
見

て
も
分
か

る
よ
う
に
、
諸

本
に
引

用
さ
れ
た
原

文
に
は
細
か
な
違

い
が

見
ら
れ
、
完
全

に

一
致
す
る

こ
と

は
な

い
の
で
あ

る
。
よ

っ
て
こ
の
箇
所

の
字
句

に
は
底
本
と
す

べ
き
も
の
が
存

在
し
な

い
と
考
え

て
よ
い
だ

ろ
う
。

『白
虎

通
』
は
、
『
白
虎
通
索
引
』
が

「諸
本

い
ず

れ
も
随
所
に
錯
簡

・
譲
脱

一50
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(5
)

を
含

み
」
と
言

い
、
ま
た
、

「
一
と
し

て
慧
擦
す

べ
き
善
本
を
見
出

し
得

ぬ
の
が

(6
)

実
情

で
あ
る
」
と
言
わ
れ

る
よ
う

に
、
定

本
が
な
い

の
が
現
状

で
あ

る
。
ま
た
、

盧

文
昭

の
校
訂
に

つ
い
て
も
・
洪
業

『
白
虎
通
引
得
』
疑

「然
彼
未

見
大
徳

本

也
」
と
い
う
問
題
点

を
指
摘

し

て
い
る
よ

う
に
、

全
面
的
に
信
頼

で
き
る
も

の
で
は
な

い
。

こ
の
よ
う
に
、
盧
文
招

の
採

用
す

る
版

本
も
出
処
が

不
明
確

で

あ
り
善
本
と
は
言

い
難

く
、

ま
た
字
句

の
校

訂
に
も
定

見
を
見
出

し
に
く
い
現

状
を
考
え
る
と
、
内
容

面
か
ら
字
句

の
妥
当
性

を
考

え
て

み
る
こ
と
が

有
効

と

な
る

の
で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。

五

,

結

論

既
に
見

た
よ
う

に
、

盧
文

昭

の
校
訂

に
よ
る
抱
経
堂

本

の
本
文

に
は
、

「魂

醜

」
と
陰

陽
の
明
確
な
対
応

関
係
が
記
さ
れ

て
い
た
が
、
魂
魂
、
陰
陽
、
情
性

の

対
応
関
係
に
お

い
て
、
同
じ
情
性

篇

の
中

で

「性
陽
情
陰

」
「性
陰
情
陽
」
と

い

う

二
通
り

の
対
応

が
存

在
す
る
と

い
う

矛
盾

が
あ
る

の
で
あ

っ
た

。

一
方
、
漢

魏
叢
書
本

の
原
文

で
は
、
魂

醜
と
陰
陽

を
明
確
に
対
応
さ
せ

る
記
述

は
見
ら
れ

ず

、
情
性
篇

の
中

に
矛
盾
し
た
記
述
も
見

ら
れ
な
い

の
で
あ

っ
た

。

『
白
虎
通
』

の
諸

版
本
が
抱
え

る
問
題
や

他
書

に
引
用
さ
れ

る
原
文

の
字
句

に
多
く
異
同
が
見
ら
れ

る
状
況
、
ま
た
、
そ
の
内

容
の
整

合
性
か
ら
考
え
る
と
、

漢
魏
叢
書
本

の
原

文
が
本
来

の
も

の
で
あ

っ
た
と
す
る

こ
と
が
妥

当
で
あ
る
と

思
わ
れ

る
。

漢
魏
叢
書
本
に
は

「魂
醜
」
と
陰

陽
の
明
確

な
対
応

関
係
は
記
さ
れ
な

い
が
、

「性
陽
」
「情
陰
」
と

「魂
情
」
「醜
性
」
の
記
述
か

ら
考
え

る
と
、
魂
-

情
-

陰
、

醜
-

性
-
陽

と
い
う
関
係
が
見

て
取
れ

る
。
こ
れ
は
後

の

「魂
陽
」

「醜
陰
」
と

は
逆

の
関
係

で
あ

る
。
漢
魏

叢
書
本
が

『
白
虎

通
』
の
原
型
だ

と
す

る
と
、
「魂

醜

」
と
陰
陽

の
対
応
関
係
は

こ
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

盧
文
昭

の
入
手
し
た
版
本
は

北
宋

の
も

の
だ
と
さ
れ

る
。

ま
た
そ
れ
が

『太

平
御
覧
』

と
多
く
合
う
と
さ
れ

る

こ
と
か
ら
、
宋
代

に
は
盧

文
招

の
入
手

し
た

版
本
が
流

通
し

て
お
り
、
少
な

く
と
も
宋
代
に
は

『白
虎

通
』
情
性
篇

の
原
文

は
、
抱
経
堂

本

の
よ
う
に
な

っ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。
そ

こ
か

ら
推

論
さ

れ

る
の
は
、

『
白
虎

通
』

の
原
型

は
、

「魂
」

と
陽
、

「醜
」

と
陰

と

い
う

対
応

関
係
は
考

え
ら
れ

て
お
ら
ず
、

む
し
ろ
逆

で
あ

っ
た

の
が
、

そ

の
後
定
式

化
さ

れ

る

「魂

陽
魂
陰
」

に
影
響

さ
れ
て
改
訂
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
あ

る
。

そ
れ

が

い

つ
の
こ
と

で
あ

る
か

は
わ

か
ら
な

い
が
、
前
後

の
関

係
を
十
全

に
把

握
す

る
こ
と
な
く
、

こ
の
定
式
化

さ
れ
た

「魂
塊
」
と
陰
陽

の
対
応
関
係
が
原

文
に

窟
入
さ
れ
た
結
果
、
情
性
篇
内

で
の
対
応

の
矛
盾
が
生
じ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

今
後

は
こ
の

こ
と
を
踏
ま

え
、

「魂
-

陰
」

「醜
-
陽
」

と
い
う
関
係

を
視

野
に

入
れ
、

ほ
ぼ

同
時
代

の

『説
文

解
字
』
と
比
較
し

つ
つ
、
魂
魂

観
を
捉

え
な
お

す
必
要

が
あ
る

で
あ

ろ
う
。

主
◎
噂
'

(1
)
池

田
末

利

「魂

晩
考
1

そ

の
起
源

と
襲
展
1

」

教
学

会
、

法
藏
舘

、

一
九
五

三
年

六
月
)
。

(『東

方
宗
教

』
第

三
號
、

日
本
道
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(2
)
同
上
。

一
頁

に

「人
死
す

れ
ば

そ
の
精
神

(魂

)
は
天
に

昇
り
、
そ

の
形
骸

(醜

)

は
地

に
帰
す

る
と

の
信
念

は
上

代
支

那
人

の
間
に

一
般
的

で
あ

っ
た
と

考

へ
ら
れ

る
。
禮

記
郊

特
牲

に
魂
氣
蹄

子

天
、

形
醜
蹄

干
地

と
あ

る
は
そ

の
代
表

的
な

も

の

で
あ

る
。」

と
あ

る
。

(3
)
陰

は

「
ひ
そ
か
に

」
と

か
、

地
名

な
ど

で
使

わ
れ

て

い
る
例
が

大
半

で
あ

っ
て
、

「陰

陽
」

の

「陰

」

で
使

わ
れ

て

い
る
例
は

四
例

で
あ

る
。

(4
)
東
京

大
学
森

鵬
外
文

庫

・
書

き

入
れ
文
画
像

デ
ー

タ
ー

ベ
ー

ス
で
読
む

こ
と
が

で

き
る
。
な
お
、
そ
れ
に
付

け
ら

れ
た
解

説
に
は

「鴎
外
は

、
全
篇

に
わ
た

り
、
朱

筆

で
詳
細

に
校

訂
を
施

し

て
い
る
が

、

こ
れ
は
書

込

み
中

に

「荘
本

」
と
あ

る

こ
と

か
ら
、

荘
述
祖

撰

『
白
虎

通
義
放

』
を
参

照
し

た
と
推

測

さ
れ

る
」
と
あ

る
。

な

お
鵬
外

文
庫

に
は
、

荘
述
祖

撰

『
白
虎

通
義
孜

』

の
刊

本
、
並

び

に
そ

の
抄

写
本

が
所
蔵

さ
れ

て
い

る
。

(5
)
『
白
虎

通
索
引

』

(附
本

文
)

(北
海

道
中

国
哲
学

会

「中

国
哲

学
」

資
料

専
刊

第

三
号
、

一
九
七

九
年
)

の
序

を
参

考
。

(6
)
永
井

弥
人

「『白

虎
通

』
繹
注

・
巻

一

爵
篇

(
一
)
」

(『中

国
古
典

研
究

』
第

四

十

七
号
、

二
〇

〇

二
年

)
。

(7
)
『
白
虎

通
引
得

』
序

(商
務

印
書
館

、

一
九
六

六
年
)
。
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立
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大
学
院
博
士
後
期
課
程
)


